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CREATIVE LOCAL —エリアリノベーション海外編—　馬場正尊

この本のコンセプトは「衰退の先にある風景を探しに」。

人口減少や消滅可能性都市など、地方都市の危機感を煽る言

葉をよく聞くが、それを突き抜けた先に新しい豊かな暮らしと

風景が存在するはず。その具体的な方法論やデザインを、世界

の地方都市を巡りながら取材した。ベルリン、リバプール、イ

タリアの小さな集落など、産業構造の変化で一度は衰退し、そ

して再生した街を訪ねた。そこで目にしたのは、ローカルだか

らこそ生まれる圧倒的なクリエイティブが街を変えている風景

だった。（馬場正尊）
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ワンデイプロジェクト　川上謙氏

ワンデイプロジェクトは、年に一度のお祭りのようなコンペ形

式の演習である。建築設計は学年が上がっていくほどに、スキ

ルが積まれていく。従って、低学年の学生は高学年の背中を見

ながら課題を進めていくことが多いが、パッと閃いたワンアイ

デアのとんがり方を提案するかたちであれば、低学年の学生に

もチャンスがある。そういった下克上があることで、学科の活

性化につながることをねらっている。

本年はリノベーションの設計デザイン、施工を手掛けている

卒業生の川上謙氏を講師として招いて行われた。在学中からす

でに自身でリノベーションを行なっていた彼から提示された課

題内容は、「東北芸工大をリノベーションせよ。予算は100万円」

というもの。単に建物の問題ではなく、どういう生活を送るか

についての提案、現状での問題点の抽出、どこをそのきっかけ

にするのかという視点、それに対するオペレーションなど、総

合的な提案が求められた。

最優秀賞となったのは、なんと1年生の案。学生はもちろん、

地域の人々もよく利用する学食がある建物の屋上を対象に、訪

れる人々が気軽に交流できる場を作るという提案だ。コミュニ

ティ面での内容に留まらず、ソーラーパネルを設置しエネル

ギー供給をできるようにすることで、予算100万円を緑化と柵

にあてるという限られた条件をクリアしていく真摯な姿勢も評

価された。季節ごとのイベントや芝生の気持ちいい過ごし方な

ど、細部のプログラムまで考えられている精妙な案であった。

リノベーションはやはり、見立て、しつらえ、コストパフォー

マンス（最小限の費用で最大限の効果）というところが大事で

ある。まさにそれを表したようなプロジェクトであった。

（竹内昌義）
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